
 

 

 

 

 

 

●日 時 令和７年７月１８日（金）１４時～１６時 

●会 場 土浦市役所２階 男女共同参画センター 研修室１・２ 

●参加者 認知症高齢者の方の生活に関わりのある企業の方 １５社２１名 

認知症分野にける官民連携の取組に興味・関心のある事業所 １２事業所１６名 

認知症サポーター（ボランティア活動希望の方） ５名 

●講 師 株式会社日本総合研究所 紀伊 信之 先生 

                 岩附 愛子 先生 

 

                                            

安藤 真理子 土浦市長より、 

開会のあいさつをさせていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

●講義１「認知症基本法施行後の動向 新しい認知症観」 

 講師：株式会社日本総合研究所 紀伊 信之 先生 

認知症施策推進基本計画におけるポイントや、今後民間企業や介護保険事業所に期待さ

れる認知症バリアフリーに向けた自主的な取組が求められていること等をご紹介いただ

きました。また、他市の買い物支援や外出支援に関する取組事例について、ご講演いただ

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

土浦市高齢福祉課  

令和７年度 認知症分野における 

官民連携セミナー  開催報告 

1 開会のあいさつ 

２ 講義 



●講義２「認知症基本法施行後の動向 新しい認知症観」 

 講師：土浦市高齢福祉課職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 スターバックスコーヒージャパン株式会社様： 

店内の掲示板に他企業の取組事例やふれあい茶屋のチラシなど掲載したことで、ご来客

者様が興味を示してくれてくれている。また、認知症カフェや本人・家族ミーティングの

場として利用していただき、コーヒーの試飲や説明を行い、香りや味を楽しんでもらっ

た。と発表していただきました。 

 

 損害保険ジャパン株式会社様： 

社員がキャラバンメイトになり、認知症について正しく理解するために認知症サポータ

ー養成講座を実施した。また、移動支援サービス専用自動車保険について説明していた

だきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 好事例発表 



 

講師：株式会社日本総合研究所 岩附 愛子 先生 

企業様・地域密着型サービス事業所様・認知症サポーター様がグループになり、「自分が

行きたいところに行き続けるためにはどんなことが必要か」「利用してもらうためにはど

んなことが必要か」という視点から、意見を出し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨城県より認知症の人にやさしい事業所認定事業についてご案内がありました。 

今後も市民・企業・行政ならではの取組や認知症の当事者と家族の社会参加・必要な支援

のための取組の発信のため、さらなる連携を深めていきたい旨をお伝えしました。 

 

長時間のご参加ありがとうございました。 

 

 

４ グループワーク 

５ 閉会のあいさつ 


